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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　防水下地面上に複数個のシート固定具が適宜間隔を設けて固定され、前記シート固定具
を覆うようにして前記防水下地面上に合成樹脂製の防水シートが敷設され、前記各シート
固定具と前記防水シートとの重合箇所が接着されることにより防水層が形成された陸屋根
において、前記防水層上に適宜の屋上設置物を据え付けるための土台構造であって、
　土台取付片を２個一組にして形成される土台取付部材と、
　前記土台取付部材を間に挟んで互いに連結固定される２個一組の土台固定具とを備え、
　前記各土台取付片は、合成樹脂シートまたは合成樹脂被膜金属板をＬ字状に屈曲形成し
てなる部材であって、底片と、その一辺縁部から立ち上げられた起立片とを備え、前記起
立片には、相手側の土台取付片の起立片と重ね合わせたときに互いに合致する綴合孔が貫
通形成されてなり、
　前記２個一組の土台取付片が、互いの起立片同士を接着した状態で、それぞれの底片を
前記シート固定具と前記防水シートとの重合箇所の上に接着されることにより、前記防水
層上に土台取付部材が逆Ｔ字状をなすように設置され、
　前記各土台固定具は、平坦な底面を有する底部と、前記底面の一辺縁部から直立する挟
合面を有する脚部とを備え、前記脚部には、前記土台取付部材の起立片に形成された綴合
孔に合致する綴合孔が貫通形成されてなり、
　前記２個一組の土台固定具が、互いの挟合面の間に前記土台取付部材の両起立片を挟み
込んだ状態で、それぞれの底面を前記土台取付部材の各底片上に載置され、
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　前記土台取付部材の両起立片と前記両土台固定具の両脚部とが、前記各綴合孔に挿装さ
れる綴着部材によって連結固定されたことを特徴とする屋上設置物の土台構造。
【請求項２】
　請求項１に記載の屋上設置物の土台構造において、
　前記土台取付片は、前記底片と前記起立片との接続縁部が曲線状に連続するように形成
されていることを特徴とする屋上設置物の土台構造。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の屋上設置物の土台構造において、
　前記土台取付片は、合成繊維または炭素繊維からなる繊維層により補強されたシート材
料によって形成されていることを特徴とする屋上設置物の土台構造。
【請求項４】
　請求項１、２または３に記載の屋上設置物の土台構造において、
　前記土台取付片の前記起立片同士の接着面には、前記綴合孔を囲む形状の金属製薄板材
からなる補強板が挟み込まれていることを特徴とする屋上設置物の土台構造。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の屋上設置物の土台構造において、
　前記土台固定具は、平面視矩形の平坦な底板部と、前記底板部の一辺縁部から直立する
側面視矩形の脚板部と、前記脚板部の上縁部から前記底板部と同じ側に張り出す平面視矩
形の天板部とを備えた横向き開口溝形断面の形鋼材からなることを特徴とする屋上設置物
の土台構造。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか一項に記載の屋上設置物の土台構造において、
　複数個の前記土台取付部材を介して固定された複数対の前記土台固定具を連繋するよう
にして、前記土台固定具の上に屋上設置物を据え付けるための適宜の土台レールが取り付
けられたことを特徴とする屋上設置物の土台構造。
【請求項７】
　防水下地面上に複数個のシート固定具が適宜間隔を設けて固定され、前記シート固定具
を覆うようにして前記防水下地面上に合成樹脂製の防水シートが敷設され、前記各シート
固定具と前記防水シートとの重合箇所が接着されることにより防水層が形成された陸屋根
において、前記防水層上に適宜の屋上設置物を据え付けるための土台施工方法であって、
　土台取付片を２個一組にして形成される土台取付部材を前記防水層の上に設置する工程
と、
　前記土台取付部材を間に挟んで２個一組の土台固定具を互いに連結固定する工程とを含
み、
　前記土台取付片は、合成樹脂シートまたは合成樹脂被膜金属板をＬ字状に屈曲形成して
なる部材であって、底片と、その一辺縁部から立ち上げられた起立片とを備え、前記起立
片には、相手側の土台取付片の起立片と重ね合わせたときに互いに合致する綴合孔が貫通
形成されてなり、
　前記土台固定具は、平坦な底面を有する底部と、前記底面の一辺縁部から直立する挟合
面を有する脚部とを備え、前記脚部には、相手側の土台固定具の脚部と重ね合わせたとき
に互いに合致する綴合孔が貫通形成されてなり、
　前記２個一組の土台取付片の互いの起立片同士を接着した状態で、それぞれの底片を前
記シート固定具と前記防水シートとの重合箇所の上に接着することにより、前記防水層上
に土台取付部材を逆Ｔ字状をなすように設置した後、
　前記２個一組の土台固定具の互いの挟合面の間に前記土台取付部材の両起立片を挟み込
んだ状態で、それぞれの底面を前記土台取付部材の各底片上に載置し、
　前記土台取付部材の両起立片と前記両土台固定具の両脚部とを、前記各綴合孔に挿装す
る綴着部材によって連結固定することを特徴とする屋上設置物の土台施工方法。
【請求項８】
　請求項１に記載された屋上設置物の土台構造を具備する陸屋根の防水補修にあたり、
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　既設の綴着部材を取り外して既設の土台固定具を除去し、既設の土台取付部材の起立片
を、その下縁部から切除するとともに、
　既設の防水シートの上から既設のシート固定具とは干渉しない場所に新たなシート固定
具を固定し、
　前記土台取付部材の底片のみが残された前記既設の防水シートおよび前記新たなシート
固定具を覆うようにして新たな防水シートを敷設し、前記新たなシート固定具と前記新た
な防水シートとの重合箇所を接着して新たな防水層を形成した後、
　前記新たなシート固定具と前記新たな防水シートとの重合箇所の上に、新たな土台取付
片を２個一組にして接着することにより新たな土台取付部材を設置し、
　２個一組の新たな土台固定具を、それらの間に前記新たな土台取付部材の両起立片を挟
み込んだ状態で前記新たな土台取付部材の各底片上に載置し、
　前記新たな土台取付部材の両起立片と前記新たな土台固定具の両脚部とを、それぞれの
綴合孔に挿装する新たな綴着部材によって連結固定することを特徴とする屋上設置物の土
台施工方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、防水シートによる防水層が施工された陸屋根上に、太陽光発電装置その他の
屋上設置物を据え付けるための土台構造と、その施工方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば中高層住宅や事務所ビル等、陸屋根形式で施工される建物の屋上に、太陽光発電
装置その他の屋上設置物を据え付けようとすると、屋上設置物を支えるための基礎構造体
や支柱を、建物本体と構造的に結合させた状態で設置する必要がある。新築の建物であれ
ば、あらかじめ屋上設置物の位置や重量に合わせて屋根梁等を設けておき、その屋根梁等
に基礎構造体や支柱を結合させることも可能であるが、場合によってはその屋根梁等が、
建物全体としては構造設計上、過剰な耐力要素になってしまうおそれもある。既築の建物
の屋上に後から屋上設置物を設置する場合には、基礎構造体や支柱を建物本体に施工する
にあたって、相当の手間やコストがかかってしまうこともある。
【０００３】
　特に、陸屋根形式の建物の屋上には通常、合成樹脂製の防水シートを張設するなどして
水密的な防水層が施工されるが、屋上設置物を支えるための基礎構造体や支柱を後から施
工しようとすると、それらの基礎構造体や支柱等が既存の防水層を貫通してしまうことに
もなりかねない。その場合、該貫通箇所周りの防水納まりが複雑になって、施工手間や材
料コストがさらに嵩んでしまう。また、防水層の定期的なメンテナンスにおいても、該貫
通箇所周りの面倒な施工が必要になることに加え、設置された屋上設置物が屋上の作業ス
ペースを圧迫して、メンテナンスの作業性を一層、低下させるおそれもある。
【０００４】
　そこで、本出願人は、合成樹脂製の防水シートによる防水層が施工された各種建物の陸
屋根上にさまざまな屋上設置物を設けるにあたり、該屋上設置物を据え付けるための土台
を、通常の防水層を損なうことなく、かつ建物本体に対しても構造的な負担を与えること
がないように、簡素な納まりで安定的に設置することのできる土台構造を実用化し、特許
文献１、２等において提案している。
【０００５】
　かかる土台構造は、屋根の防水下地面上に固定された円盤状その他のシート固定具の上
に合成樹脂製の防水シートが敷設され、シート固定具と防水シートとの重合箇所が接着さ
れることにより防水層が形成された陸屋根において、シート固定具と防水シートとの重合
箇所上に、平坦な底面を有する適宜の土台固定具を、接着によって固定するものである。
その土台固定具を介して、屋上設置物の大きさや形状に応じた適宜のレールや支持具を、
屋上の防水面上に据え付けることができる。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１０－２３６１７７号公報
【特許文献２】特開２０１３－１９２３９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　前記特許文献１、２に提案した土台構造によっても、強風等によって防水シートと土台
固定具との接着面に過大な引張力が作用すると、接着面が引き剥がされてしまうおそれが
ある。そこで、本発明は、土台固定具と防水シートとの接着面に構造的な工夫を施すこと
によって、両者の結合力をさらに向上させようとするものである。
【０００８】
　なお、本発明における「屋上設置物」とは、前述のような太陽光発電装置のほか、太陽
熱温水器、屋上緑化装置、電気設備、通信設備、給水設備、空調設備、保守点検用設備そ
の他の各種設備機器類、広告塔、あるいはそれらに類する工作物全般を包含するものとす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の屋上設置物の土台構造は、防水下地面上に複数個のシート固定具が適宜間隔を
設けて固定され、前記シート固定具を覆うようにして前記防水下地面上に合成樹脂製の防
水シートが敷設され、前記各シート固定具と前記防水シートとの重合箇所が接着されるこ
とにより防水層が形成された陸屋根において、前記防水層上に適宜の屋上設置物を据え付
けるための土台構造を前提とするものである。
【００１０】
　この前提となる土台構造において本発明が採用する構成は、土台取付片を２個一組にし
て形成される土台取付部材と、前記土台取付部材を間に挟んで互いに連結固定される２個
一組の土台固定具とを備え、前記各土台取付片は、合成樹脂シートまたは合成樹脂被膜金
属板をＬ字状に屈曲形成してなる部材であって、底片と、その一辺縁部から立ち上げられ
た起立片とを備え、前記起立片には、相手側の土台取付片の起立片と重ね合わせたときに
互いに合致する綴合孔が貫通形成されてなり、前記２個一組の土台取付片が、互いの起立
片同士を接着した状態で、それぞれの底片を前記シート固定具と前記防水シートとの重合
箇所の上に接着されることにより、前記防水層上に土台取付部材が逆Ｔ字状をなすように
設置され、前記各土台固定具は、平坦な底面を有する底部と、前記底面の一辺縁部から直
立する挟合面を有する脚部とを備え、前記脚部には、前記土台取付部材の起立片に形成さ
れた綴合孔に合致する綴合孔が貫通形成されてなり、前記２個一組の土台固定具が、互い
の挟合面の間に前記土台取付部材の両起立片を挟み込んだ状態で、それぞれの底面を前記
土台取付部材の各底片上に載置され、前記土台取付部材の両起立片と前記両土台固定具の
両脚部とが、前記各綴合孔に挿装される綴着部材によって連結固定されたものとして特徴
づけられる。
【００１１】
　この構成によれば、Ｌ字状に折曲された土台取付片が２個一組になって、互いの起立片
同士を接着した状態で各底片を防水シート上に接着され、さらにその上に２個一組の土台
固定具が連結されるので、対をなす土台取付片同士が互いに相手方のピーリングを防いで
、格段に高い剥離耐力が発揮されることとなる。
【００１２】
　前記土台取付片における前記底片と前記起立片との接続縁部は曲線状に連続するように
形成されていることが好ましい。これにより、底片と起立片との接続縁部に引張応力が集
中しても、当該接続縁部が引き裂かれることを防止しやすくなる。
【００１３】
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　さらに、前記土台取付片は、合成繊維または炭素繊維からなる繊維層により補強された
シート材料によって形成されていてもよい。
【００１４】
　さらに、前記土台取付片の前記起立片同士の接着面には、前記綴合孔を囲む形状の金属
製薄板からなる補強板が挟み込まれていてもよい。
【００１５】
　一方、前記土台固定具については、平面視矩形の平坦な底板部と、前記底板部の一辺縁
部から直立する側面視矩形の脚板部と、前記脚板部の上縁部から前記底板部と同じ側に張
り出す平面視矩形の天板部とを備えた横向き開口溝形断面の形鋼材からなるものとするこ
とができる。
【００１６】
　さらに、複数個の前記土台取付部材を介して固定された複数対の前記土台固定具を連繋
するようにして、前記土台固定具の上に屋上設置物を据え付けるための適宜の土台レール
が取り付けられたものとすることができる。
【００１７】
　また、本発明の屋上設置物の土台施工方法は、防水下地面上に複数個のシート固定具が
適宜間隔を設けて固定され、前記シート固定具を覆うようにして前記防水下地面上に合成
樹脂製の防水シートが敷設され、前記各シート固定具と前記防水シートとの重合箇所が接
着されることにより防水層が形成された陸屋根において、前記防水層上に適宜の屋上設置
物を据え付けるための土台施工方法であって、土台取付片を２個一組にして形成される土
台取付部材を前記防水層の上に設置する工程と、前記土台取付部材を間に挟んで２個一組
の土台固定具を互いに連結固定する工程とを含む。前記土台取付片は、合成樹脂シートま
たは合成樹脂被膜金属板をＬ字状に屈曲形成してなる部材であって、底片と、その一辺縁
部から立ち上げられた起立片とを備え、前記起立片には、相手側の土台取付片の起立片と
重ね合わせたときに互いに合致する綴合孔が貫通形成されている。また、前記土台固定具
は、平坦な底面を有する底部と、前記底面の一辺縁部から直立する挟合面を有する脚部と
を備え、前記脚部には、相手側の土台固定具の脚部と重ね合わせたときに互いに合致する
綴合孔が貫通形成されている。そして、前記２個一組の土台取付片の互いの起立片同士を
接着した状態で、それぞれの底片を前記シート固定具と前記防水シートとの重合箇所の上
に接着することにより、前記防水層上に土台取付部材を逆Ｔ字状をなすように設置した後
、前記２個一組の土台固定具の互いの挟合面の間に前記土台取付部材の両起立片を挟み込
んだ状態で、それぞれの底面を前記土台取付部材の各底片上に載置し、前記土台取付部材
の両起立片と前記両土台固定具の両脚部とを、前記各綴合孔に挿装する綴着部材によって
連結固定するものとして特徴づけられる。この土台施工方法により、前記土台構造を効率
的に施工することができる。
【００１８】
　さらに、本発明の屋上設置物の土台施工方法は、前記土台構造を具備する陸屋根の防水
補修にあたり、既設の綴着部材を取り外して既設の土台固定具を除去し、既設の土台取付
部材の起立片を、その下縁部から切除するとともに、既設の防水シートの上から既設のシ
ート固定具とは干渉しない場所に新たなシート固定具を固定し、前記土台取付部材の底片
のみが残された前記既設の防水シートおよび前記新たなシート固定具を覆うようにして新
たな防水シートを敷設し、前記新たなシート固定具と前記新たな防水シートとの重合箇所
を接着して新たな防水層を形成した後、前記新たなシート固定具と前記新たな防水シート
との重合箇所の上に、新たな土台取付片を２個一組にして接着することにより新たな土台
取付部材を設置し、２個一組の新たな土台固定具を、それらの間に前記新たな土台取付部
材の両起立片を挟み込んだ状態で前記新たな土台取付部材の各底片上に載置し、前記新た
な土台取付部材の両起立片と前記新たな土台固定具の両脚部とを、それぞれの綴合孔に挿
装する新たな綴着部材によって連結固定するものとして特徴づけられる。この土台施工方
法によれば、既設の防水層上に設置された土台固定具を除去して、既設の土台取付部材が
合成樹脂シート製であればその起立片をカッター等で切除するだけで、その上に再度、新
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たな防水層を容易に施工することができる。
【発明の効果】
【００１９】
　前述のように構成される本発明の屋上設置物の土台構造は、Ｌ字状をなす土台取付片が
２個一組になって、互いの起立片同士を接着した状態で各底片を防水シート上に接着され
ることにより、防水層上に土台取付部材が逆Ｔ字状をなすように設置され、さらにその上
に２個一組の土台固定具が、互いの挟合面の間に土台取付部材の両起立片を挟み込み、そ
れぞれの底面を土台取付部材の各底片上に載置した状態で連結される、という構成を採用
しているので、対をなす土台取付片同士が互いに相手方のピーリングを防ぐ作用によって
、土台取付部材が防水層の表面に強固に接着される。これにより、風による引張力（負圧
）に対して従来よりも高い耐力を発揮する土台構造が得られることとなる。
【００２０】
　また、前述のように構成される本発明の屋上設置物の土台施工方法は、防水シートによ
る防水層が施工された陸屋根であれば、新築建物のみならず既築建物に対しても、さまざ
まな屋上設置物を据え付けるための土台を、効率良く、かつ安価に施工することができる
。しかも、そのメンテナンスも容易になる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明が実施される陸屋根の防水層の一例を示す縦断面図である。
【図２】本発明に利用される土台取付部材の実施形態を示す分解斜視図である。
【図３】図１の防水層に図２の土台取付部材を接着した状態を示す縦断面図である。
【図４】本発明に利用される土台固定具の実施形態を示す分解斜視図である。
【図５】図３の土台取付部材に図４の土台固定具を連結固定した状態を示す縦断面図であ
る。
【図６】図５の土台固定具に土台レールおよび屋上設置物を取り付けた状態を示す縦断面
図である。
【図７】図６の土台構造の補修工事における前半の工程を示す縦断面図である。
【図８】図７に続く後半の工程を示す縦断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しつつ説明する。なお、各図面におい
ては、描線の都合上、シート材料の厚みを実際の２～３倍程度に拡大して表現している。
【００２３】
　［防水層］
　図１は、本発明が実施される陸屋根の防水層の一例を示す。例示した陸屋根においては
、軽量気泡コンクリートパネルや鉄筋コンクリート等からなる屋根スラブ１１の上面に、
防水モルタル層１２を施工するなどして防水下地面１が形成され、その防水下地面１上に
、複数個のシート固定具２を介して防水シート３が敷設される。
【００２４】
　シート固定具２は、多くは平面視略円形、場合によっては多角形や短冊形をなす公知の
薄板状部材であって、屋根防水工事に関わる分野では一般的に「ディスク」とも称される
。シート固定具２の上面は概ね平坦で、該上面の一部には水抜き用の凹溝（図示せず）等
が必要に応じて形成されるとともに、中心部近傍にはアンカー固定用の皿孔（図示せず）
が形成されている。シート固定具２の材質としては、鋼板、ステンレス鋼板、アルミニウ
ム板その他の金属板の表面に、防水シート３との接着力を高めるための合成樹脂被膜を積
層したものがよく利用されるが、合成樹脂材料等からなる薄板体の表面に導電性材料から
なるフィルムや被膜を積層したものなども公知であり、本発明においてはそれらの材質を
特に限定はしない。
【００２５】
　このシート固定具２が、防水下地面１上に適宜の間隔で、例えば格子状に配置され、ア
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ンカービス、アンカープラグ、アンカーボルトその他の埋込固定具４を介して、或いは適
宜の接着手段を介して、防水下地面１に固定される。
【００２６】
　防水シート３は、公知の合成樹脂製長尺シート材料であって、例えばポリ塩化ビニルや
塩化ビニル－酢酸ビニル共重合体その他の塩化ビニル系樹脂、或いはポリエチレン、ポリ
プロピレン、エチレン－プロピレン共重合体その他のポリオレフィン系樹脂等によって形
成される。防水シート３の芯部または裏面には、必要に応じて補強繊維層（図示せず）等
が設けられていてもよい。この防水シート３が、シート固定具２を覆うようにして防水下
地面１上に敷設され、シート固定具２と防水シート３との重合箇所が接着される。
【００２７】
　シート固定具２と防水シート３との接着手段としては、シート固定具２および防水シー
ト３の両材質に対して親和性の高い公知の接着剤（例えば、塩化ビニル系樹脂に対しては
変成シリコーン系弾性接着剤など）を利用することができるほか、防水シート３の材質と
同系の合成樹脂からなる被膜をあらかじめシート固定具２の上面に形成しておき、その被
膜を有機溶剤等によって溶融させた上に防水シート３を敷設して、それらの重合箇所を圧
着（溶着）する方法によることもできる。
【００２８】
　或いはまた、導電層を設けたシート固定具２の上面に熱可塑性を有するホットメルト接
着剤を積層しておき、その上に防水シート３を敷設した後、シート固定具２との重合箇所
を防水シート３の上から電磁誘導加熱（高周波加熱）装置等を用いて加熱することにより
、シート固定具２の導電層を発熱させ、その熱によってホットメルト接着剤を溶融させて
、シート固定具２と防水シート３とを溶着する、という方法を採ることもできる。
【００２９】
　防水シート３同士の辺縁部が重なり合う箇所も、熱風を吹き込んで重合面を溶着する方
法など、適宜公知の接着手段を利用して一体化される。こうして、防水下地面１上に、防
水シート３が切れ目なく連続した防水層が形成される。
【００３０】
　なお、本発明においては、溶剤や加熱による溶着（融着）も、とくに区別する必要のあ
る場合を除き、広義の「接着」に含むものとして包括的に説明する。
【００３１】
　［土台取付部材］
　本発明の要部は、前述のようにして形成された防水層の上に固定される土台取付部材に
ある。図２に、土台取付部材の実施形態を示し、図３に、その施工状態を示す。
【００３２】
　土台取付部材５は、可撓性の合成樹脂製シートからなる土台取付片５０を２個一組にし
て形成される。各土台取付片５０は、基本的には防水シート３と同系の合成樹脂からなる
シート材料を所定形状に打ち抜き折曲するなどして正面視Ｌ字状をなすように形成された
部材であり、底片５１と、その一辺縁部から立ち上げられた起立片５２とを備えている。
そして、２個一組の土台取付片５０、５０が、互いの起立片５２、５２同士を接着される
とともに、それぞれの底片５１、５１をシート固定具２と防水シート３との重合箇所の上
に接着される。これにより、防水層上に、正面視逆Ｔ字状をなすようにして土台取付部材
５が設置される。
【００３３】
　土台取付片５０の底片５１と防水シート３との接着、および起立片５２、５２同士の接
着には、それぞれの部位に対して親和性の高い接着剤による接着、溶剤または加熱による
溶着（融着）のほか、両面粘着テープによる接着など、公知各種の接着手段を利用するこ
とができる。
【００３４】
　各土台取付片５０の起立片５２には、相手側の起立片５２と重ね合わせたときに互いに
合致する綴合孔５３が貫通形成されている。この綴合孔５３を利用して、さまざまな屋上
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設置物を据え付けるための土台固定具（後述）が取り付けられる。
【００３５】
　このようにして防水シート３上に固定された土台取付部材５においては、風によって生
じる上向きの引張力（負圧）が、互いに接着された２枚の起立片５２、５２の下縁を経由
して、２枚の底片５１、５１を合わせた防水シート３との接着面の中央部分に作用する。
このとき、Ｌ字形に折曲された土台取付片５０、５０同士が、互いに相手方のピーリング
（被着体に接着された弾性シート体が、蜜柑の皮を剥くように、その端部から曲げ変形し
つつ引き剥がされていく剥離形態）に抵抗するので、従来に比して格段に高い剥離耐力が
発揮されることとなる。
【００３６】
　なお、例示形態では、一般的に利用されるシート固定具２の多くが平面視円形であるこ
とから、その上に均等に接着されるように、各土台取付片５０の底片５１が平面視半円形
状に形成されている。シート固定具２の平面形状が円形以外の形状である場合も、その形
状を半分にした形状に合わせて土台取付片５０の底片５１を形成することにより、土台取
付部材５と防水シート３との間に良好な接着力が得られることとなる。
【００３７】
　また、例示形態では、底片５１のピーリングに対する抵抗力と、起立片５２自体の引張
強度とのバランス等を考慮して、起立片５２同士の重ね合わせ面方向に沿う起立片５２の
幅寸法Ｗよりも、起立片５２が立ち上がる底片５１の一辺縁部の辺長Ｌのほうが、ある程
度大きくなるように形成されている。併せて、底片５１の当該一辺縁部における起立片５
２からのはみ出し寸法Ａも、両側ほぼ均等になるように形成されている。
【００３８】
　さらに、例示形態では、底片５１と起立片５２との接続縁部５４に引張応力が集中して
当該接続縁部５４が引き裂かれることを防ぐために、当該接続縁部５４が、鋭角状ではな
く曲線状に連続するように形成されている。
【００３９】
　なお、これらの形状的な工夫は、シート固定具２の平面形状や土台取付片５０自体の材
質的特徴等に応じて適宜、改変されてもよい。
【００４０】
　また、土台取付片５０を構成するシート材料に、例えば合成繊維や炭素繊維からなる繊
維層によって補強したシート材料を利用して、土台取付片５０自体の引張強度を高めるよ
うにしてもよい。
【００４１】
　あるいは、シート材料の代りに、例えば塩化ビニル鋼板など、防水シート３と同系の合
成樹脂被膜を表面に加工した金属製薄板材を利用して土台取付片５０を形成してもよい。
【００４２】
　さらには、起立片５２に形成される綴合孔５３の周辺部分を補強するために、起立片５
２同士の接着面に、綴合孔５３を囲む形状の金属製薄板材からなる補強板５５が挟み込ま
れるようにしてもよい。その補強板５５には、例えば合成樹脂被膜金属板等を採用し、そ
の表面被膜と起立片５２とを溶着するようにしてもよい。
【００４３】
　［土台固定具］
　前述した土台取付部材５には、それぞれ２個一組の土台固定具が連結固定される。図４
に、土台固定具の実施形態を示し、図５に、その施工状態を示す。
【００４４】
　例示形態にかかる各土台固定具６は、横向き開口溝形断面の形鋼材からなり、平面視矩
形の平坦な底板部６１と、底板部６１の一辺縁部から直立する側面視矩形の脚板部６２と
、脚板部６２の上縁部から底板部６１と同じ側に張り出す平面視矩形の天板部６３とを備
えている。そして、２個一組の土台固定具６、６が、互いの脚板部６２、６２の間に土台
取付部材５の両起立片５２、５２を挟むようにして、それぞれの底板部６１を土台取付部
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材５の底片５１上に載置される。各脚板部６２には、土台取付部材５の両起立片５２に形
成された綴合孔５３に合致する綴合孔６４が貫通形成されており、これらの綴合孔５３、
６４に側方からボルト・ナットその他の綴着部材６５が挿装されて、土台取付部材５と土
台固定具６、６とが一体的に連結固定される。したがって、土台取付部材５と土台固定具
６、６との連結には、接着手段は使用しない。
【００４５】
　こうして土台取付部材５の両側に連結された２個一組の土台固定具６、６は、その上方
に設置される屋上設置物の固定荷重（正圧）を、土台固定具６自身の断面強度によって支
持しつつ、その底板部６１から防水層へと伝達する。併せて、その底板部６１と脚板部６
２とが各土台取付片５０をＬ字形状のまま拘束するので、土台取付片５０のピーリングに
対する抵抗力がさらに向上する。これらの作用により、防水シート３の上に土台固定具６
、６を、防水層を損なうことなく、効率的かつ経済的に設置することができる。
【００４６】
　かかる作用効果を奏する土台固定具６は、少なくとも、土台取付片５０の底片５１上に
安定的に載置しうる平坦な底面を有する底部と、前記底面の一辺縁部から直立して土台取
付片５０の起立片５２に添設される挟合面を有する脚部とを備え、それらが２個一組で連
結されるものであればよい。したがって土台固定具６は、例示した溝形鋼材のような形態
に限定されるものではなく、例えば硬質合成樹脂や木質材からなる略直方体形状のブロッ
クなども利用可能である。また、当該土台固定具６および土台取付部材５に綴合孔５３、
６４を複数個ずつ形成して、複数本の綴着部材６５で連結するようにしてもよい。
【００４７】
　［土台レール等］
　前述のようにして、２個一組の土台固定具６、６が、屋上設置物の大きさや構造に応じ
たモジュールに沿って複数組、例えば格子状に配置される。そして、図６に示すように、
それら複数組の土台固定具６、６を連繋するようにして、土台固定具６、６の上に屋上設
置物８を据え付けるための土台レール７が取り付けられる。
【００４８】
　本発明においては、土台レール７の構造は特に限定しないが、例えば土台固定具６の幅
よりも僅かに幅広の天板部７１と、その対向側縁から垂下する一対の側板部７２、７２と
を備えた下向き開口溝形断面の形鋼材などを好適に利用することができる。土台固定具６
と土台レール７との結合手段や、土台レール７と屋上設置物との結合手段についても、例
えばそれぞれの適所に形成した丸孔や長孔をボルト・ナットで綴着するなど公知一般の構
造を採用することができる。
【００４９】
　［施工手順］
　前述のように構成される屋上設置物の土台構造の施工手順は、概ね次のようになる。
【００５０】
　まず、図１に示したように、陸屋根の防水下地面１上には、複数個のシート固定具２を
適宜間隔を設けて固定し、それらシート固定具２を覆うようにして防水下地面１上に合成
樹脂製の防水シート３を敷設し、各シート固定具２と防水シート３との重合箇所を接着し
て、あらかじめ防水層を形成しておく。
【００５１】
　そして、図３に示したように、２個一組の土台取付片５０、５０を、互いの起立片５２
同士を先に接着した状態で、それぞれの底片５１をシート固定具２と防水シート３との重
合箇所の上に接着する。これにより、防水層上に土台取付部材５が正面視逆Ｔ字状をなす
ようにして設置される。なお、起立片５２、５２同士の接着は、施工現場で行ってもよい
が、あらかじめ工場等にて先に行っておいてもよい。
【００５２】
　続いて、図５に示したように、２個一組の土台固定具６、６の互いの脚板部（挟合面）
６２、６２の間に土台取付部材５の両起立片５２、５２を挟み込むようにして、各土台固
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定具６の底板部（底面）６１を土台取付部材５の各底片５１上に載置する。そして、土台
取付部材５の両起立片５２、５２と両土台固定具６、６の両脚板部６２、６２とを、各綴
合孔５３、６４に挿装する綴着部材６５によって連結固定する。
【００５３】
　続いて、図６に示したように、複数組の土台固定具６を連繋するようにして、それらの
上に適宜の土台レール７を取り付け、その土台レール７に屋上設置物８を据え付ける。
【００５４】
　こうして、合成樹脂製の防水シート３による防水層が施工された陸屋根上に、さまざま
な屋上設置物を据え付けるための土台を、通常の防水層を損なうことなく、かつ建物本体
に対しても過大な負担を与えることなく、短時間で安価に施工することができる。
【００５５】
　［メンテナンス］
　防水シート３による防水層が施工された陸屋根は、通常、１０年前後の期間を経て、防
水層の経年劣化に対する補修工事が行われる。その補修方法は、既設の防水シート３を残
したまま、その上に新たな防水シート３を増し張りすることにより、新たな防水層を形成
する、というものが一般的である。
【００５６】
　図６のように構成された本発明の土台構造は、かかる補修工事に際しても、次のとおり
効率的に実施することができる。
【００５７】
　まず、図７左側に示すように、既設の屋上設置物８および土台レール７を一旦、撤去し
た後、綴着部材６５を取り外して既設の土台固定具６を除去する。
【００５８】
　続いて、同図右側に示すように、既設の土台取付部材５が合成樹脂シート製であれば、
その起立片５２を、その下縁部からカッター等で切除する。既設の土台取付部材５の底片
５１は、既設の防水シート３に接着されたままの状態で残る。
【００５９】
　前記工程と前後して、同図中央に示すように、既設の防水シート３の上から、既設のシ
ート固定具２とは干渉しない場所に新たなシート固定具２Ｎを配し、アンカービスその他
の埋込固定具４Ｎで防水下地面１に対し固定する。この工程と、起立片５２を切除する前
記工程との先後関係はとくに限定しない。
【００６０】
　既設の土台取付部材５の起立片５２の切除処理と新たなシート固定具２Ｎの固定作業が
完了したら、図８に示すように、既設の防水シート３および新たなシート固定具２Ｎの上
に、それらを覆うようにして新たな防水シート３Ｎを敷設し、新たなシート固定具２Ｎと
新たな防水シート３Ｎとの重合箇所を接着して、新たな防水層を形成する。
【００６１】
　続いて、新たなシート固定具２Ｎと新たな防水シート３Ｎとの重合箇所の上に、新たな
土台取付片５０Ｎ、５０Ｎを２個一組にして接着することにより、正面視逆Ｔ字状の新た
な土台取付部材５Ｎを設置する。
【００６２】
　続いて、２個一組の新たな土台固定具６Ｎ、６Ｎを、それらの間に新たな土台取付部材
５Ｎの両起立片５２Ｎ、５２Ｎを挟み込んだ状態で、新たな土台取付部材５Ｎの各底片５
１Ｎ、５１Ｎ上に載置し、新たな土台取付部材５Ｎと新たな土台固定具６Ｎ、６Ｎとを、
新たな綴着部材６５Ｎによって連結固定する。
【００６３】
　このように、本発明の屋上設置物の土台構造によれば、既設の土台固定具６を除去した
後、既設の土台取付部材５の起立片５２をカッターで切除するだけで、その上に再度、新
たな防水層と新たな土台を容易に施工することができる。
【産業上の利用可能性】
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【００６４】
　本発明にかかる屋上設置物の土台構造およびその施工方法は、防水シートによる防水層
が施工された建物屋上やバルコニー等に、太陽光発電装置その他の屋上設置物を据え付け
るため技術として利用することができるほか、合成樹脂シートからなる部材同士の接着力
を向上させるための技術としても幅広く応用することができる。
【符号の説明】
【００６５】
１　防水下地面
２　シート固定具
３　防水シート
５０　土台取付片
５　土台取付部材
５１　底片
５２　起立片
５３　綴合孔
５４　接続縁部
５５　補強板
６　土台固定具
６１　底板部（底部）
６２　脚板部（脚部）
６２　天板部
６４　綴合孔
６５　綴着部材
７　土台レール
８　屋上設置物
【図１】

【図２】

【図３】
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